
平成３１年（２０１９年）４月１９日（金）

熊本県立宇土中学校・宇土高等学校

ロジックプログラム

ロジックリサーチガイダンス
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０．はじめに（ロジックリサーチとは）

生徒自身が設定するテーマについて探究・発表する

ポ ス タ ーレ ポ ー ト
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０．はじめに（ロジックリサーチとは）

科学的探究活動・テーマ設定とは

テ ー マ 設 定

（１）「テーマ」を設定

（２）「レポート」作成・「ポスター」作成

（３）「テーマ」について探求する。

（４）「テーマ」について探究する。
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０．はじめに（ロジックリサーチとは）

科学的探究活動・探求、探究とは

探 求 探 究

「探求」しなければ「探究」できない

「探究」できるものを「探求」しましょう

毎日マンガニュース
http://mainichi.jp/sumamachi/news.html?cid=20150918mul00m04000200sc
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１．ミニ課題研究

探究活動のプロセスを体験してみよう

テーマ 睡眠

探究の「問い」 Inquiry questions

どうして昼休み後の５限は眠たくなるのか？

どのようにしたら眠たくならないのか？
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１．ミニ課題研究

探究活動のプロセスを体験してみよう

シンキングツール「アヤトゥスカルタ」
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１．ミニ課題研究の例

熊本県立宇土中学校・宇土高等学校【報道資料】

ウトウトタイム(15分午睡)

熊本日日新聞社（平成27年2月1日）

時 間 校 時
１１：５０～１２：４０ ４ 限
１２：４０～１３：２０ 昼休み

(１３：２０～１３：３５) 午 睡

１３：４０～１３：５０ 掃 除
１３：５５～１４：４５ ５ 限

国際統合睡眠医科学研究機構
をはじめとする専門機関との連携
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２．ウトウトタイム導入の経緯

平成２６年度・仮説設定・アンケート実施

→「ウトウトタイムに関する意識調査・アンケート」

仮説Ａ

宇土中学生・高校生の睡眠不足は学習・部活動

における集中力の低下に影響を与えている

仮説Ｂ

昼寝導入により、授業の集中力の維持と

メリハリのある生活習慣の確立をもたらす

→「生活習慣に関する意識調査・アンケート」
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質問（1）平日、何時に起床していますか

①3:00～3:30 ②3:30～4:00 ③4:00～4:30 ④4:30～5:00
⑤5:00～5:30 ⑥5:30～6:00 ⑦6:00～6:30 ⑧6:30～7:00 ⑨その他

５：００～
６：３０
に起床が多数

２．ウトウトタイム導入の経緯

生活習慣に関する意識調査・アンケート
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①21:00～21:30②21:30～22:00③22:00～22:30④22:30～23:00⑤23:00～23:30
⑥23:30～24:00⑦24:00～24:30⑧24:30～25:00⑨25:00以降 ⓪その他

２３：００～
２５：００
に就寝が多数

２．ウトウトタイム導入の経緯

生活習慣に関する意識調査・アンケート

質問（2）平日、何時に就寝していますか
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①3時間 ②3時間半 ③4時間 ④４時間半 ⑤５時間
⑥５時間半 ⑦６時間 ⑧６時間半 ⑨７時間 ⓪７時間半

６時間未満が
過半数

２．ウトウトタイム導入の経緯

生活習慣に関する意識調査・アンケート

質問（3）平日、睡眠時間は何時間ですか
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① 満足している ② やや満足している
③ あまり満足していない ④ 満足していない

６割の生徒が
睡眠時間に
不満足

２．ウトウトタイム導入の経緯

生活習慣に関する意識調査・アンケート

質問（4）睡眠時間には満足していますか



13

① とてもある ② ややある
③ あまりない ④ まったくない

睡眠不足が

学校での眠気
に関係ないの
は約２割

８割の生徒で
睡眠不足が

学校での眠気
に関係する

２．ウトウトタイム導入の経緯

生活習慣に関する意識調査・アンケート

質問（5）睡眠時間と学校での眠気に関係はありますか
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① ある ② ない ③ どちらでもない

学校で眠気に
おそわれない
のは約１割

９割の生徒で
学校で眠気に
おそわれてる

２．ウトウトタイム導入の経緯

生活習慣に関する意識調査・アンケート

質問（6）学校で眠気におそわれることはありますか
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質問（7）学校で眠気におそわれる時間帯はいつですか

生徒の眠気
５ 限５６％
朝課外１３％

①1限②2限③3限④4限⑤5限⑥6限⑦朝課外⑧朝読書⑨昼休み⓪ない

２．ウトウトタイム導入の経緯

生活習慣に関する意識調査・アンケート
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①10分未満 ②10～20分 ③20～30分 ④30分～40分
⑤40～50分 ⑥50～60分 ⑦60～90分 ⑧90～120分 ⑨しない

仮眠をとらない
生徒は約２割

約８割の生徒が
仮眠をとる

２．ウトウトタイム導入の経緯

生活習慣に関する意識調査・アンケート

質問（10）夜間の睡眠以外で意識的または無意識の
睡眠時間は何分ですか
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① とてもよい ② まあよい
③ あまりよくない ④ よくない

午睡に否定的
５％

午睡に肯定的
９５％

２．ウトウトタイム導入の経緯

生活習慣に関する意識調査・アンケート

質問（20）午睡を導入する高校やシエスタのある国
など昼寝をすることをどう思いますか



時 間 校 時

８：３０～ ８：４０ 朝読書

８：４０～ ８：５０ ＳＨＲ

８：５５～ ９：４５ １ 限

９：５５～１０：４５ ２ 限

１０：５５～１１：４５ ３ 限

１１：５５～１２：４５ ４ 限

１２：４５～１３：１５ 昼休み

(１３：１５～１３：２５) 昼 寝
１３：４０～１３：５０ 掃 除

１３：５５～１４：４５ ５ 限

１４：５５～１５：４５ ６ 限

１５：５０～１５：５５ ＳＨＲ

１５：５５～１６：４５ ７ 限 18

２．ウトウトタイム導入の経緯

ウトウトタイム試行「10分間の午睡」



19
①よくできた ②ややできた ③あまりできなかった ④できなかった

仮眠を
とれた
生徒は
約５３％

高校１年
高校２年
は約６割

質問（1）昼寝タイムで仮眠をとることができましたか

２．ウトウトタイム導入の経緯

ウトウトタイムに関する意識調査
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①とてもあった ②ややあった ③あまりなかった ④ほとんどなかった

効果が
みられた
生徒は
約５０％

高校２年
は６８％

質問（2）昼寝タイムは効果がありましたか

２．ウトウトタイム導入の経緯

ウトウトタイムに関する意識調査
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①とても減った ②やや減った ③やや増えた ④増えた ⑤変化なし

眠気頻度
が減少
約４７％

逆に
眠くなる
約１７％

２．ウトウトタイム導入の経緯

ウトウトタイムに関する意識調査

質問（3）眠気におそわれる頻度に変化がありましたか
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①とてもあった ②ややあった ③あまりなかった ④ほとんどなかった

昼寝で
集中力
向上は
約４０％

高校１年
高校２年
は約５割

２．ウトウトタイム導入の経緯

ウトウトタイムに関する意識調査

質問（6）学習の集中力上昇に効果がみられましたか
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①昼休み中に昼寝タイムを導入 ②昼休み後に昼寝タイムを導入
③掃除後に昼寝タイムを導入 ④昼寝タイムを導入しない

導入に
肯定的な
生徒は
約８０％

導入に

否定的な
生徒は
約２０％

２．ウトウトタイム導入の経緯

ウトウトタイムに関する意識調査

質問（13）昼寝タイム導入の方法について



３．ウトウトタイムに関わる学術的理解

一日の眠気のリズム
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０．はじめに（ロジックリサーチとは）

生徒自身が設定するテーマについて探究・発表する

と

と
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０．はじめに（ロジックリサーチとは）

生徒自身が設定するテーマについて探究・発表する

「勉強」：無理を強いて努力すること

「学び」：自分が触れるもの、感じるものから

今まで自分にないものを得ること

「study」：学ぶ過程に着目

焦点となるのは学ぶ時間やその過程

身に付いているか否かは不問

「learn」：学んで身につけた成果に着目

学びや練習の過程よりも、

その成果として身についているか



27

０．はじめに（ロジックリサーチとは）

生徒自身が設定するテーマについて探究・発表する
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１．ミニ課題研究

探究活動のプロセスを体験してみよう

探 究 の 型 テ ー マ 表 現 方 法

テ ー マ
探 究 型

アイデア
提 案 型

自 分 の
興 味 関 心

グローバル
社 会 問 題

ロ ー カ ル
社 会 問 題

企 業 戦 略
商 品 販 売

オ ー ラ ル
セッション

ポ ス タ ー
セッション

レ ポ ー ト
発 表

論 文
発 表

× ×
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１．科学的探究活動の概念

複数サイクル「研究」「発表」「検証」・スパイラル

予 備 実 験先行研究調査

研究目的決定

考 察

結 果 整 理

研究成果発表

実 験 計 画

仮 説 設 定

実 験
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２．探究活動 教科「ロジック」

段階的テーマ設定

熊本県立宇土中学校中 進 生

熊 本 県 立 宇 土 高 等 学 校

中 進 高 進

文 系 Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ 理 系 文 系

高進生

１年

２年
３年

ＳＳ課題研究 GS課題研究GS課題研究

プ レ 課 題 研 究

ロ ジ ッ ク リ サ ー チ
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３．ロジックリサーチ計画

ロジックリサーチの流れ

テーマ調査用紙

担任回収

担当割振

生徒・テーマ
を見て担当欄に
教員氏名入力

全職員で指導

生徒面談
担当一覧掲示
生徒は担当の
先生へ出向く

探究計画の相談

個別指導
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４．ロジックリサーチとは

指導計画

回 月 日 内 容
１ ４月１９日（金） ガイダンス・テーマ検討
２ ６月１４日（金） 生徒テーマ提出
＊ ６月２８日（金） 担当職員決定・面談スタート
３ ７月２９日（月） レポート提出（一次）
＊ ７月３０日以降 生徒・職員で面談
４ ８月３０日（金） レポート提出（最終）
４ ９月 ６日（金） ポスター提出（最終）
５ ９月１３日（金） クラスポスター発表①
６ ９月２０日（金） クラスポスター発表②
７ 10月 ４日（金） クラスポスター発表③
８ 10月２５日（金） 学年ポスター代表発表
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５．ロジックリサーチとは

レポートの構成

氏 名 & 所 属タ イ ト ル

要 旨

目 的

「第三者」に伝えること、

「事実」をもとに「論理的思考」の過程を示すこと

国際的にも論文の構成はほぼ統一されている

結 果 考 察

感 想 参 考 文 献

方 法



５．ロジックリサーチとは

ポスターの構成

氏 名 & 所 属タ イ ト ル

目 的 方 法

レポートの内容を「簡潔に」、「視覚的に」伝える

本来は「A0サイズ」だが、今回は「A3サイズ」で作成

ポスターの表現方法は自由

結 果 考 察

感 想 参 考 文 献

要 旨
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５．ロジックリサーチとは

レポートからポスターにまとめる

ポ ス タ ーレ ポ ー ト
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５．ロジックリサーチとは

ロジックリサーチの進め方について

＊指導日時を聞き、指導後に捺印

［探究前］調査方法について面談

［探究中］調査視点・手法について面談

［探究後］レポート・ポスターの構成

データ引用・表現の指導

6/23
12:45

7/3
15:45

7/10
15:45

7/28
13:15

8/22
15:45
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６．ロジックリサーチの進め方

資料の集め方について
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６．ロジックリサーチの進め方

資料の集め方について
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６．ロジックリサーチの進め方

資料の集め方について


